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「熊本キリシタン年表」作成によせて

はじめに

熊本キリシタン史研究会理事

花岡興史

歴史を学ぶ上で、時間軸を的確に理解することは不可避である。

ある'」i象が、どのようなことに起因するのか、またどのような時代

背預により起こりえたのかなどの理解は、時間軸により明快になる

こと も多い。よく 「歴史は流れで理解する」と言われるのはこのこ

とである。その理解を助けるものは年表である。

現在、熊本キリシタン研究会では、キリシタン史を時間軸で捉え

ることを目的として、 「熊本キリシタン年表」の作成を試みている。

年表そのものは、今まで多く出されており、熊本の歴史だけを見

ても少なくはない。例えば、近世史の領域では、『熊本器年表稿』（※）

があり、出典を明確にした良書であるといえる。 しかし、こと熊本

のキリシタン史に限れば、 U立つものは僅少である。

この年表を作成するにあたり目標とした点、留意した点、今後の

展望（いわゆる解題）を以下に記したい。

（※）細川藩政史研究会編 『熊本藩年表稿』1974

「熊本キリシタン年表」について

近年の熊本のキリシタン研究は、知見の範囲では、本格的に上妻

博之氏が1939年に r細川藩之切支丹」(※ l)を編述したことに始

まる。その後、多くの研究が現在までなざれているが、熊本のキリ

シタン史としての体系的なものは、 一部を除いて少ないといえる。

現在の熊本県と、近世の肥後細川藩との「行政範囲」の異なりが、

そのまま研究」こにおいても地域性をもたらしていることが大部分の

理由であろう。
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それは、既に、上妻氏の編述とほぼ同時期の 1941年に、下田曲

水氏により 『暫定天草切支丹史』(※2) と題した書籍が発刊され

ており、巻末に「天草切支丹年表」と題する年表が収録されている。

研究の草創期から、あえて「天草J と冠されていたことからも地域

性を感じとることができる。

ただ、下田氏もこの「天草切支丹年表」には満足しておらず、次

のように述べ、地域性脱却の困難さをあらわしている。

「当初の予定としては我が天草切支丹の背景として全国及び肥後本

土の年表も併載し三様の年表を示さんとする希望で遭ったが、自ら

満足し得る程度に至らずして、刊行は急がねばならぬ事情に迫られ

て、遺憾ながら当の天草だけに止めて了ったのである。但しこれと

ても甚だ杜撰なるを免かれぬことは勿論である」

熊本キリシタン史研究会は、このような研究上の地域性から脱却

することを目標の一つにしている。つまり、地域性に配慮しながら

も、より広範囲な視座に立つことを基本としている。その基礎資料

となるものが、今回の 「熊本キリシタン年表」（以下「年表」）である。

「年表」は、会員である川本賣氏により作成されたものを底本と

している。フロイス、 パジェスという外国人の記述を根拠にしてい

ることが大きな特徴である。つまり、「年表」は、「外国人の記述に

よるキリシタン年表」なのである。記述内容、表現方法が、従来の

年表とは趣きを異にするものであることは、一見で理解できるであ

ろう。自らもクリスチャンである川本氏のこの視点は、著者のよう

に、受洗者でないものからみると、新鮮な輝きを持つものである。

この「年表」に対して、川本氏と熊本キリシタン史研究会の要望

があり、若干補訂させていただいた。年表の作成は、史料からの拾

い出しをひとつひとつ重ねていく非常に地味な作業である。会員諸

氏には、この作業が、多くの時間を必要としながらも、未庚：であり

続けることを容易に理解していただけるであろう。

前述の下田氏も「年表作成に就てこれまで既に郷土史家若くは篤

学の人々に依って研究されたころを中心として初年代と史実とを編

成Lては見たが、これを以て充分だと認むるに足るぺき天草切支丹

年表とすることは固より不可能である」と年表作成の困難さを述ペ

ている。

しかし、ある段階で誰かが公表しなければ、年表としての一般性

は永遠に生まれない。このような意味でも「年表」作成された川本
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氏の労苦を看取できる。今後は、基礎資料である「年表」を供覧し｀

会員諸氏のご教授をいただきながら、加筆修正により梢度が高めら

れることを期待するものであるc

像llm遭・涵鄭呻 ，把肥後切頭史上巻・下巻』所収エルピス1989

(※ 2)下田曲水編 『暫定天草切支丹史J熊本図書館館友会 1941 

おわりに

r年表」補訂するにあたり、以ドの点に注意したことを付記するし

1.年表の時期と記載内容について
年表は、 1549年8月15U、イエズス会インド管区上長フランシ

スコ ・ザピエルが鹿児島に到着したことより始め、 1648年島原 ・

天単の乱終結までを記載してあるQ 内容は、熊本県に関することを

中心に扱ったが、「フランシスコ・ザピエルの来日」や、「豊臣秀吉

のパテレン追放令Jr元和大殉教Jなど、 キリシタン史上で特にター

ニングポイントとなる事柄については、採用してある。

2.参考史料について
底本を作成した川本氏は、ルイス・フロイス『日本史』、レオン・

パジェス『日本切支丹宗門史』を利用している。また、一部を i十六・

卜七世紀イエズス会日本報告集』により補填した。以下その特徴を

述べる。

O 『日本史』

イエズス会宣教師でリスポン生まれのフロイスが、 1583年イエ

ズス会[I本準管区長ガスバル ・コエリョの命で、ザビエル来日の

1549年から 1594年頃までを記した同時代の史料である。1597年長

崎で没する直前まで取り組まれたが、公開を目的に執箪されたため

記述も教化的内容で、回りくどい表現が多い。そのためヴァリニャー

ノより評価されなかった。

0 『R本切支丹宗門史』

7ランス人の日本研究者で、熟烈なカトリック信者であるパジェ

スによりパリで 1860~ 70年に発刊。 「イエズス会8本年報」など
に依拠している。江戸時代初期の日本キリシタン史を編年的に嚇い
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てあり、外交史を含め重要な記述は多いが、同時代の記述ではない

100年以上後の編纂書であることを考慮に入れなければならない。

0 r十六 ・十七世紀イエズス会日本報告集』

イエズス会初代総長イグナティウス ・デ ・ロヨラは、東洋に派述

された7ランシスコ・ザビエル以来、定期的に 「教化的」な報告を

義務づけていた0 1579年に来日した束インド巡察師アレ ッサンド

ロ・ヴァリニャーノは、各地から送られてきた報告をー通の 「年報」

にまとめることを指示した。

「年報」が編まれる以前は、祖簡として報告されていた。例えば、

ザピエルが1549年8月15日、鹿児島に到蒲し、同年 11月5日、そ

の印象をゴアのイエズス会貝宛に書き送った報告は「書商」である。

この杏簡は、長文で、アンジローを案内役として、 トーレス、./,7ェ

ルナンデスらと来日。鹿児島に一年あまり滞在し、平戸、山口を経

て上京し、山口、豊後で布教を行ったことなどが述べてあり、 •般

によく知られている内容である。この書随は、後にコーチンで書い

た1552年］月 29日付苔簡と並んで「大書節」と称されている（今

回の 「年表」では、この 「大書簡」の内容も引用している）。これら

の書簡や年報は、 1598年｀ポルトガルのエヴォラで出版ざれ、同時

代のヨーロッパ全域に広まった。

この 「害簡」 ［年報」などをまとめたものが、松田毅ー・／l|崎桃

太両氏により 『十六 ・十七世紀 イエズス会日本報告害』（全二期

十五巻）として発刊された。ちなみに 「古簡」「年報」は、多くの

言語で発刊されているが、全ての書簡類や日本年報をーカ国語で通

説できるものは日本語だけである。

く参考資料＞

山本博文 「日本人の名苦心及び生死観と殉教」

『外同人が見た近世日本 日本人再発見』角川学芸出版 2009

3 年号・月日に関する注意事項 （重要）

最後にこの 「年表」を見るための注意点を一つ述べることとする。

年表を見られて気づかれた方も多いと思うが、本 「年表」は、 宣

教師等による記述で「太陽暦」（以下 「洋暦」）を基本；としており｀

和暦である 「太陰太隔暦」（以下「和暦」）とは全く別の楓念である。

そのためーか月以上の差違があり、例えば1594年と天文 18年は厳
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密には同じではない。この違いは、通常の日本歴史を考える上では

あまり気にならないことも多いが、「洋暦」を使用する宣教師等の

記述に関しては注意をすぺきである。特に、 「和暦」では、 12月の

記事は、「洋暦」では翌年になる。

例を挙げてみるなら、徳川幕府のキリスト教禁止令は、 「和暦」

では炭長 18年 (1613)12月23日であるが、 「年表」は「洋暦」を

採用Lているため 1614年1月27日となる。今後この「年表」の精-

度を尚めるためには、この差違を十分認識して作業を進めなければ

ならない。

前述の r熊本藩年表稿』などの、出典が明らかな年表を利用する

こと も「洋暦」と「和暦」の違いを理解するひとつの方法であるc
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フロイス「日ギ史、レオン・パジェス 'H-+:切支丹分叶'1史,.,I •パ ・ f • ~fl t紀イエス、ス会 II 本恨；’i集』

西暦1和暦 事 項 出典

08.15 フランシスコ・ザビエル、
前年マラッカで会ったアンジロウ

（パウロ）を案内役として、トーレス、

1549 天文18
ジョアン・フェルナンデスらと来日。 日本報告集

アンジロウの生国の、鹿児島に到着。 3-1 • 42p 
0]1.5 アンジロウ（パウロ）が
鹿児島よりゴアの学院のイエズス会

修道上宛に害簡を送る。

09.29 ~び・テ＇ ・ト→レスが山口の
市からインドのイエズス会修道士

日本史6.
宛に苔簡を送る。 0IO. 20 トー
レスが、山口の市より盟後のザビ

58 p 

1551 天文20
エル宛に書簡を送る。フェルナン

日本報告集

デスが、山口よりザビエルに笞箇
3+73p 

を送る。 01]．中旬ザビエルが
83p 89p 

n本を去り、インドヘ行く 0

011{'/. ・ f ・ 7ルメイダが Jスメ・デ・ト-
以を訪れるため平戸から山口に行

く。09.7 パルタザール・ガー
日本史6.

ゴを上長としてペドロ・デ・ア

1552 天文21 ルカソバ修道七が豊後に入る。O
83 p 

10. ガーゴが、アルカソバを山口
日本報告集

に派遣、数日後シルバ修道上、 12
3ー1・llOp

月下旬ガーゴ、フェルナンデスが

山口に入りミサを行う。

OII'↓しタサ'-ル ・カ‘ーゴ 府内から 9里
日本史6.

1554 天文23 の非常に高い山の上にある朽網に
行き 260名の人に洗礼を行う。

lllp 

〇平戸にはおよそ500名のキリシタ
ンがおり、領主はキリシタンなるこ

とに心を動かされ、埋葬するための

土地を与えている。豊後では、領主

よりー地所を与えられ、そこに修道
日本報告集

1555 弘治1 院と瑕堂を建てた。教会には 1500
名のキリシタンがおり、毎日欠かさ

3-]・180

ずミサと説教が行われ、日曜日には

修道院に人りきれない。（ガーゴが、

平戸よりインドおよびイエズス会の

修道士宛に送った吉筒）

〇ポルトガル船長マノエル ・デ・メ
日本史6・

1562 永禄5 ンドンサは、 トルレスが平戸の下に
行くとき、肥後国高瀬まで同行する。

303p 
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事項の追記 '. I 出典
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西暦 和暦 事 項 出典

〇横瀬浦のキリシタンが酷い迫害に…豊

後にいた7ルメイダ修道士が横瀬浦ヘ

1563 永禄6
行く 口豊後から陸路4日の旅をし 日本史9.
て高瀬に行く 。横瀬浦には9.20に 98 p 
到莉。 トルレスが高瀬に赴く 。川
尻にシルヴァ修道士•• •高瀬で没。

011. フロイス＂島原より肥後
国高瀬に赴く 。そこで幾人かのキ

H本史
1564 永禄7 リシタンを見いだす。滞在する時

間が無く、翌H豊後国へと陸路4
第291,'1:

口を要する道を続けて行く。

〇ルイス・デ・アルメイダは、ジョ

アン・バプテスタと 11月の始め越
日本史7.

冬するために口之津より盟後に向

かう。高瀬にてパプテスタと別れ
66 p 

る日用に向かう。
1570 元亀 1

〇アルメイダは日田にて、監後国

主を訪l'ltlして、デウスを庇護する
日本史7.

天草殿を擁護する四通の告状を作
成するよう希望。Oトーレス過労

66 p 

のため天草の志岐にて没する。

0日本布教長フランシスコ ・カプラ

1571 元亀2
ルが点に、数U後 フロイス、 1::l＊ u本史2.
人の修道士ロレンソとジョアン・デ， 263 p 
トウレスを伴い岐阜の侶長に会う。

1573 天正 1 04. 信長の上京焼失 日本史2・p 

1574 天正2 〇高山ジュス ト右近について
日本史2.
300 p 

1575 天正3
〇都に最初の被昇天の聖母教会が 日本史2.
建てられる。 300 p 

〇副管区長（が入1\• K・コエリュ）、 フロ
イスが肥後八代に赴き、九州征伐の

拙白を訪I乱八代は島津が支配して
いたが敗走 l.5~2万が牢に。伴天

日本史 12・ 蓮が助命を願い全貝釈放、投獄され
ていた人の中に、肥後同の主だった

ll p 

殿・赤星殿…理解できたら洗礼を1共l

1587 天 15
白・ 川内で陣を⇒島津義久が降伏、
脚白 ・博多に行く。

〇関白自身がキリシタン宗団に対
し非常に好意的で、毎日のように

日本報告集（高山）ジュスト右近殿と（小西）

アゴスチイノ弥九郎を取り立て、
3-7・165p

家族の一貝のように引き立て大き

な信頼を四いている。
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事項の追記 E ヽ 出典
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西暦 和暦 事 項 出典 | 

〇副管区長（力＇ス／1曹ル・コエリュ） フロ

イスが博多の関白を訪問。関白は 日本史12・ 
極めて好意的だった。家臣の洗礼 22 p 
が相次いだ。

0豊後国衆の一人志賀殿（ドン・
パウロ）は、豊後に叛いた一万田

殿の城を包囲Lたとき、中に籠も
る島津勢で天草五人衆の一人天草 日本報告集

領主ドン・ジョアンがいることを 3-7• 
知り、同じキリシタンであること ]80p 233p 
から助ける。この縁で、ジョアン

の従兄弟である大矢野殿がキリシ

タンとなった（ジャコメ）。

0関白殿は、博多にいるとき副官区
長に大いなる栄背と好意を示していた

が、平戸にいたポルトガル船を見たい

と欲したがかなわぬことに激怒して、

キリシタン宗団に対し、今まで受けて

きたどの迫害よりも大きい全般的な迫 日本報告集

害が発動された．その夜の内に、ジュ 3-7・193p 
スト右近殿の身分を剥奪して追放し、

日本のキリシタン宗団全体を解体する

1587 天正15
ことを決め、全ての司祭と修道士は

幻日以内に日本を撤去することを命

じる。＜バテレン迫放令＞

07.22 高山右近が副管区長（ヵ＇ス
／＼・ル・コlリュ）に話した・・迫害の様子

07.24 関白は何の予告無く、突
日本史12・ 

如高山右近を追放＝キリシ杓宗団の最

大の支柱から攻撃し、キリシ9ン宗団に
37 p 

対する悪口、逢言を言う。

07.25 伴天連追放令。

08. 細川ガラシアが、パードレ・
日本報告集

セスベデスの許可を受け、マリア

より受洗する。
3-7・230p 

〇関白が高山右近を追放したこと、 日本史5.
および彼が信仰と徳操について英 40p日本報告
雄的な模範を示す。 集 3-7・198p

〇凄まじい怒りに燃え立った関白

が教会、司祭、キリシタン宗門に対し命

じたこと•••司祭等の日本に来る事
日本史5.

を禁ず、 20日迄退去、改宗せぬ武
士は死かマカオに追放、財産の没収・

48 p 

長崎と浦上の直轄などについての

記述。
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西暦 和暦 事 項 出典

〇天草領主ドン・ジョアンば信
仰の固さを示すとともに、天草か

日本報告集
らドン ・バルトロメウを長崎に派

遺し、，有馬殿と大村殿が転向した
3-7・218p 

かどうかを調ぺさせる。

〇細川ガラシアの二番目の子（細

川興秋）が、マリアより受洗し、ジョ

1587 天正 15
アンと名付けられる。〇戦から帰っ

た越中殿（細川忠興） キリシタン 日本報告集
の乳母の一人を些細なことで捕ら 3-7・23lp 
え、その耳と鼻を切り落として外 日本史4・
に追い出す。その後、別の二人の

髪を切り、 ＝人ともキリシタンで

あるため暇を出Lた。

0関白が博多から大阪に帰った後 日本史4.
にキリシ9‘1の潜伏がわかる。 176 p 

03.3 ォルがンティー／書状、 r関白の
R本史4.

司祭追放は巖なるもの。泰楽第建
設、お金と欲情に卑劣で下品。」

191 p 

05.14 緊楽第に後陽成天皇を招
く。〇関白は、肥後の国を与えてい

た佐々陸奥守を堺に召還した、彼は

異教徒であったが、キリシタンを援
助しようと決心していた。関白は、

1588 天正16
何の過ちもないのに殺そうとして犀

敷を包囲したので、彼は切腹し絶命

した。〇暴君（関白）は、佐々の後、 日本史4.
肥後国を、堺の代官（小西）ジョウ 20! p 
チン立佐の息子アゴスチイノ弥九

郎（行長）殿と、悪逆で、我ら、並
びにキリスト教の名における敵であ
る、法華宗徒の（加藤）虎之助と称

する異教徒に、それぞれ半国ずつあ
てがう。〇高山右近を父母妻子とも
ども加賀に移す．

0肥後国の半ばはアゴスチイ I（小
西行長）が所有し、娘婿の対馬国 日本史4・
主（宗義智）は、キリシタンとなる。

〇兵士達が朝鮮に渡った後、関白が

1590 天正18
肥前名護屋に滞在中、薩庫の梅北国
兼が肥後国に侵入。浅野弾正が派遺

される。このとき栖本殿と称する天
日本史4・

草のキリシタンが謀反人と見なされ

ていたが、アゴスチイノの代理人で
ある（結城）ジョルジ弥平次は、万

市善処し事なきを得る。

-12-
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〇モレイラ師が、豊後国より肥後

1593 文禄2 国に行き、（小西）アゴスチイノの 日本史第69章
所領である矢部城を訪れる。

0ドン・アゴスチノに属する志岐と、
天草の品では、当時司教のいた志
岐の駐在所と付屈した伝道所があっ
て、6人の司祭と IO人の修士がいた。
国中あげてキリシタンで、他国の者
300人が洗礼を受け、諸方の伝道所 宗門史，ヒ・38p
のある所に新Lい7つの天主堂が建
立された。しかも山間に散在する天
主裳は46カ所もあり、これを歴訪
することは2人の宣教師にとって容
易ではなかった。

0ドン・アゴスチノの本領肥後で、
宇上の大駐在所に、いくつかの伝
通所が付属していて、 5人の司祭

宗門史上 ・38p
と7人の修士がいた。すでに l万
人の信者がいたが、さらに1万7
千人の新受洗者がでた。

〇 ドン ・アゴスチ／の甥チューエ
モンドノ（忠右衛門殿）は、 17歳
の青年で、領内一帯、特に隈ノ庄
の住民全部を改宗し、 3千人の受

宗門史上 •38p
1600 慶長5 洗者があった。チューエモンドノ

は仏僧たちに、キリシタンになる
か立ち退くかを選ばせ、 6人は改
宗したが、他者は退いた。

〇八代と野津には、ドン・アウグス
チJの家老ヤコボ美作（小西）の命 宗門史上 •39p
で新たに 14の天主台ができたロ

0アウグスチノの家職（オフイシエ）
ジョルジオ ・ヤフィンジドノ（弥平

宗門史上 •39p
次）の治めていた矢部では、新たに
洗礼を受けた者が1500名いた。

〇天草 ・志岐を合わせIO万人・・・加
宗門史上 ・38p

藤治正に攻められる。

〇既に肥後半力国の領主 ・主計殿

（加藤清正）は、アウグスチノ（小
西行長）に属していた他の半ヶ国
を攻めて、その城下字土を囲んだ。

宗門史上 • 47p
籠城者には2人の司祭と 3人の修
士と若干の伝道士がいた。主計は
調停役として宣教師を利用しよう
としたが、断られる。

-14 -
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〇アウグスチノの領内には、天草

1600 慶長5
や志岐の島も含めて JO万人のキリ

宗門史上 • 49p
シタンがいた。領内には7ヵ所の
イエズス会駐在所があった．

〇肥後の信者は戦慄すべき迫害に
遭う。アウグスチノの所領も合わ

せ持った滑正は、キリス ト教の敵
であることを名乗り出、いかなる
宣教師も領内に住むことを禁じ、

1601 慶長6
家臣に転び証文に署名することを

宗門史上 • 74p
命じ る。転んだ者もいたが、そう
でない者に対し奉行たちは、彩し
い書類を偽造した。清正のキリシ
タン対策は、極端に痛い目にあわ

せるか、食粗責めを行い、領外に
出ることを禁じた．

〇肥後のキリシクンの役人達は、衣食に
も事欠き、家族と共に藁屋根の下で

日を送る，その苦しみは一通りでは

1602 慶長7 なかった。迫害は6カ月続いたが、 宗門史上 • 87p
殉教者を出すことを恐れた主計殿

は、国外に出ることを認めた。キリ

シタンの多くは長崎へ移った。

〇主計殿の領地肥後の国には司祭 宗門史上 ・

は一人もいなかった． l04p 

〇清正は、熊本城下で再び迫害を始
めた。そこには多数のキリシ9ンがいて。
城下から追放し荒野に放った。この

1603 慶長8 新たな伝道者達の忍耐は迫害に勝
ち、彼らの生き生ぎ した説教は功を 宗門史上 ・
奏L、移しい改宗を促した。確信の 108~ 125p 
足りない改宗者は、心の中では、信
仰を守っていたが、表向き棄教した
者もいた。ヨハネ他キリシタンが熊
本・八代で処刑される。

〇家康は生来穏健 • • •慎重に改宗や
教会の管理を行う。長崎は、キリ

宗門史上 ・
シタンであるアン トニオ村山（東

132p 
安）に統治を一任され｀全町あげ
てキリシタンであった。

1604 慶長9 0ドン ・アゴスチノ（小西）の存命
中天草 ・志岐 ・稗沫浦（上津浦）の
キリシタンは、寺沢志摩守の迫害を 宗門史上 ・
受けた。天草と志岐の宣教師等の伝 136p 
道所に接続したニカ所の外、天主裳
を破却し十字架を打ち倒した。
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0 (I 8 8名の列福の内容）八代の
宗門史上・

1604 慶長9 3人の慈悲役 3/淋渡辺・ミカl"三石・
138p 

ヨハネ服部。信者で通した 13人。

〇八代の3人の慈悲役 31ヽキム渡辺・ 宗門史上 ・
ミカエル三石・ヨハネ服部、投訊される。 l52p 

1605 慶長10 0 (l 8 8名の列福の内容）八代
の3人の慈悲役は、独房の狭い不

宗門史上・

潔な極めて劣悪な環境で苦しむ。
157p 

0 (I 8 8名の列福の内容）八代
宗門史上・

1606 慶長11 の3人の慈悲役のこと。 3/¥払渡辺
死去。

183p 

0 (l 8 8名の列福の内容）八代の
3人の慈悲役のこと。ヨ／斗は、年若

1607 慶長12
く体が弱い妻を気に病み、死病に 宗門史上 ・

とりつかれ食事をしない日もあっ 200p 
た。そのためデ・バエザ師は、体

に気をつけるように勧めた。

〇イ エズス会宣教師のフランシス

コ・カプラル、オルガンチノ・グ
宗門史上 ・

ネッシ（ソルヂ）、フランシスコ ・

デ・パイパが、それぞれゴア・長崎・
223p 

1609 慶長14 大坂でそれぞれ死去。

0 (188名の列福の内容）八代
の2人 (3ハネ、ミカエル）の慈 宗門史上・
悲役の殉教。肥後の教会は別とし 225p 
て、どの教会も皆平和であった。

〇寺沢志摩殿の所領の志岐、神津

浦（上津浦）の島々には、司祭 ・
宗門史上 ・

修士が各々一人づついた。領内の
人数が減らないように宣教師をと

288p 

1612 慶長17 どめていた。

〇肥後では迫害は猛烈で、加藤消

正の後を継いだ忠広の後見人達は 宗門史上 ・
厳格に対応。サンギザカ、ウカヅチ、 288p 
オカノは追放される．

01. 27禁教令。京都のキリッタソ名簿
宗門史上 ・

登録。 7000人以上だったが4000
人登録。修道者全員長崎へ行く．

325p 

1614 慶長19
0 11.20 ミカエル・アカフォシ
（赤星）肥後の田底の人、 19歳。
武家の出身。戦いで捕虜となり有 宗門史上・
馬の商人に売られた イエスのた 378p 
めに一苦労したい希望に燃え、刑
場に駆けつけ、他の者と同様斬首。
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011.23士分の赤星太郎兵衛（シ93
むル）肥後・隈府の人で64歳。国
内の位は第2・3位であったか、加

1614 慶長19
藤清正はその能力を惜しみ、キリ 宗門史上・

シタンであることを放任。清正没 365 ・ 383p 
後、忠広の家老により追放。寺沢

志摩守が引き取ったが、その後口

之津で斬首。

〇肥後では、慶長16年清正が死ん
で、 l5歳の加藤忠広が継いだ後、

宗門史上・
1615 元和 1 いきなり殉教者を出した・・・城内の

大工棟梁バりn．ヅャソタ・グ 3-(八十
403p 

太夫）。

09.17 肥後八代生まれのイJ.ズ入
宗門史上・

1615 元和2 会の修士/\・ り a • Ltオイ沿f、マニラで

死去 (64)。
389p 

〇キリシ杓達は、かかる迫害にも屈せ

ずこの年800人受洗。有馬の宜教
師達は大いに用心し、肥後の各地

1617 元和3 や志岐、天草、神津浦（上津浦） 宗門史中 •l9p
の諸島を歴訪した。ここには多く

のキリシタンがいた。特に八代で

迫害が厳しく多数の利シクソが追放。

1620 元和6
〇有馬の神父たちが肥後や薩摩を 宗門史中・

訪問した。 132p 

〇長崎で逮捕されたキ リシタンの隣

人に対し、伝道師トマス • 7カ7ォシ（赤星）
は大村に遣わされる。 ・・・肥後の要市

の人。もと侍の子で勇敢な侍であっ
た。 l600年受洗後、マニラから帰還。
要市・・・『日本都市生活史料』（三一

宗門史中・
1621 元和7 書房・ 1978年） ・文献概要第6巻

港町篇（l)1．高瀬寿平大万帳(p36
173p 

~pl60) 肥後米の主要積出港であ
る高瀬港が所在する城北の要市、肥

後国玉名郡高瀬町の町奉行高瀬寿平

の往復文書公式万控帳で、弘化5年
から嘉永元年1年間の記録。

0く元和大殉教＞スピJラ神父、
肥後の伝道師トマス•7カ7ォシ （赤星）（50)
らキ リシタン 55名を処刑。 1597

1622 祠 8
年の26聖人の殉教の場所から 150 宗門史中・
歩の所であった。宣教師をかくまっ 229 ・ 233p 
た宿主30人斬首。宣教師25人火
刑。日本人初の司祭セバスチャン・

木村神父も含まれる。

-20-
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0161 9年殉教した311ネ・シューり‘I
宗門史中 ・

（秋雲）の寡婦肥後の人マリヤ斬首
234p 

(38)。マリヤとアボロニャに連座。

〇朝鮮人7ンにオの妻7リヤ（肥後の人）・ 宗門史中・
3ハネ (12歳） ・ベ祠 (3歳）斬首。 234p 

0肥後の人ドミニコ ・竹ンダ (34)・委 宗門史中・

1622 元和8 ”ぅ連座により斬首。 235p 

0肥後の人寡婦カタリナ (48)述
座により斬首。首は、切られてから、 宗門史中 ・

イエズスとマリャの座名を唱へながら三 235p 
度はねかへった。

〇ィエズス会のカ・ス／（ル・デ ・カスtn師肥 宗門史中・
後訪問。 274p 

〇イエズス会司祭ヅ nぅ｛・デ・ 7ッセ'
リス師と共に名乗り出た修道士シモン・

.Lソが （遠甫） ,..12・4 江戸で火あ
ぶりの刑(43歳）肥後の野津(Nozu) 宗門史中 ・
（八代郡氷川町野津？）の生まれ、 289p 
お寺の小僧であったが首席がキりシ 日本報告集

1623 元和9 タンになったことで 16歳に洗礼 2-3・208p・225p 
18歳に伝道師 1614年マニラに追
放、翌年帰遠 テ．．7ソゼリ入師と共
に20年旅

〇イ1ズ入会の二人の神父は、天草品
宗門史中・

に滞在して、 l年に二三回、肥後
を巡回。

300p 

0 10.7 迫害中に転んだ商人ルイス ・O

寛永元
クエモン（六右衛門） と妻7リヤと従供が大

宗門史中 ・
1624 矢野の島で処刑。3人共八代の近く鏡

年
で生まれた（八代市鏡町）。ルイスは

337p 

死ぬ3時間前に洗礼を授けられた。

〇背教者末次平蔵に治められてい

1625 寛永2
た長崎には、イエズス会の司祭20 宗門史下 ・
名、修士4名がおり、まだ一番安 6p 
全な場所であった。

02人の神父が天草に旅をした、

1626 寛永3
もう 一人他の神父は、 肥後を訪ね 宗門史下 ・

たe この地方のが1シタソ達は、大矢野 46p 
島に行って告解、聖体を拝領Q

〇水野河内守守信 • 長崎首席奉行
宗門史下 ・

1627 寛永4 の暴威 ． 拷問。島原の領主 • 松倉
豊後守頂政の島原での暴威 ．拷問。

6lp 
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0 12・25 15年間伝道士をした肥

1628 寛永5
後のイエズス会の平修士ミカiル・サシ 宗門史下・
7 （中島） 、 自宅で 1 年・長崎•島 I03p 
原で監禁の後、雲仙岳で殉教。

〇肥後でイエズス会の神父の伝道
宗門史下・

士卜7ス・サ功が、その子等の目の前
J60p 

で領主の手で斬首。

010. 29 長崎でディエゴ ・ナカシミ ・

1630 寛永7 クtョづが火あぶり。母マリア (65)
も斬首。マリアは、肥後のマシ7イ（松

宗門史下 ・
合） （宇城市不知火町松合？）の生

173p 
まれ。 12・2 ディエゴの子4人死刑。
デに3'の妻の父も斬首。全家族の
中ディエゴの妻7がりだけが生き残る。

02.6 熊本でベトn．イソク會・シチn.Lモ
ソ（七郎右衛門）牢死 8/8 熊 宗門史下 ・
本で2名斬首 /I・ルト0メオ ・ナカムう （中 2l0p 
村）、 子ルイス

1632 寛永9 〇将軍により肥後の領主加藤廣忠
追放、 ドンナ・ガラシャの子、越
中殿細川忠利に与えた。忠利は既 宗門史下 ・
に長年、デ・セスベデス神父を城中に 226p 
おき、事故がなければ受洗したで
あろう。

1638 寛永 15 04.15 島原・天草の乱終わる。
宗門史下 ・
829p 

［凡例］ この年表は熊本キリシタン史研究会が、熊本県キリシタン史研究の基礎
史料として作成したもので、元年表は会員の川本貫が作成した。今後更に年表の
精度を高めていきたい。
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